
(57)【要約】

【課題】ボトムフィード方式のような塗料の経時変化や

塗装欠陥が発生しにくくなり、また、ナチュラル方式の

ような塗装の外観の低下や塗布量の低下を引き起こしに

くくなり、しかも、被塗装物である板材が塗料で汚れた

りロールのコントロール不良による塗装不良が発生した

りすることがない塗装装置を提供する。

【解決手段】塗料２が滞留することなく供給されるトラ

ンスファロール１。トランスファロール１に供給された

塗料２の厚みを調整するためのミータリングロール３。

搬送される板材４にトランスファロール１から転移され

た塗料２をリバース方式で塗布するためのアプリケータ

ロール５を備える。

【選択図】　図１

JP 2004-337719 A 2004.12.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
塗 料 が 滞 留 さ れ る こ と な く 供 給 さ れ る ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル と 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル に 供 給
さ れ た 塗 料 の 厚 み を 調 整 す る た め の ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル と 、 搬 送 さ れ る 板 材 に ト ラ ン ス フ
ァ ロ ー ル か ら 転 移 さ れ た 塗 料 を リ バ ー ス 方 式 で 塗 布 す る た め の ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と を 備
え て 成 る こ と を 特 徴 と す る 塗 装 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル の 中 心 を 通 る 鉛 直 線 と ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル の 中 心 を 通 る 鉛 直 線 と の 距
離 が １ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 塗 装 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル を 中 心 と し て ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル を 回 動 自 在 に 形 成 し て 成 る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 塗 装 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 金 属 板 等 の 板 材 に 塗 装 す る 際 に 用 い ら れ る 塗 装 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 長 尺 の 板 材 を 一 方 向 に 進 行 さ せ て 搬 送 し な が ら 、 そ の 表 面 を 塗 装 す る こ と が 行
わ れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ３ （ ａ ） は ２ ロ ー ル ナ チ ュ ラ ル ボ ト ム フ ィ ー ド 塗 装 法 を 採 用 し た 塗 装 装 置 で あ っ て 、 ピ
ッ ク ア ッ プ ロ ー ル １ ０ 及 び ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ か ら な る ２ 本 の ロ ー ル と 、 塗 料 ２ を 溜 め
た パ ン １ １ と か ら な り 、 パ ン １ １ 内 の 塗 料 ２ を ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル １ ０ の 表 面 に 付 着 さ せ
て 持 ち 上 げ た 後 、 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル １ ０ の 表 面 の 塗 料 ２ を ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ の 表 面
に 転 移 し 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ を 板 材 ４ の 搬 送 方 向 と 同 方 向 に 回 転 さ せ な が ら 板 材 ４ の
表 面 に 接 触 さ せ る こ と に よ っ て 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ の 表 面 の 塗 料 ２ を 板 材 ４ の 表 面 に
転 移 し て 塗 装 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ３ （ ｂ ） は ２ ロ ー ル リ バ ー ス ボ ト ム フ ィ ー ド 塗 装 法 を 採 用 し た 塗 装 装 置 で あ っ て 、 上 記
図 ３ （ ａ ） の も の と 同 様 に ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル １ ０ と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ と 塗 料 ２ を 溜
め た パ ン １ １ と か ら な る も の で あ る が 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ を 板 材 ４ の 搬 送 方 向 と 逆 方
向 に 回 転 さ せ な が ら 板 材 ４ の 表 面 に 接 触 さ せ る こ と に よ っ て 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ の 表
面 の 塗 料 ２ を 板 材 ４ の 表 面 に 転 移 し て 塗 装 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ３ （ ｃ ） は ３ ロ ー ル リ バ ー ス ボ ト ム フ ィ ー ド 塗 装 法 を 採 用 し た 塗 装 装 置 で あ っ て 、 ピ ッ
ク ア ッ プ ロ ー ル １ ０ と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ と ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ か ら な る ３ 本 の ロ ー
ル と 塗 料 ２ を 溜 め た パ ン １ １ と か ら な り 、 パ ン １ １ 内 の 塗 料 ２ を ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル １ ０
の 表 面 に 付 着 さ せ て 持 ち 上 げ た 後 、 ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ で ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル １ ０ の 表
面 に 付 着 し た 塗 料 ２ の 厚 み を 均 一 に な る よ う に 調 整 し 、 こ の 後 、 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル １ ０
の 表 面 の 塗 料 ２ を ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ の 表 面 に 転 移 し 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ を 板 材 ４
の 搬 送 方 向 と 逆 方 向 に 回 転 さ せ な が ら 板 材 ４ の 表 面 に 接 触 さ せ る こ と に よ っ て 、 ア プ リ ケ
ー タ ロ ー ル ５ の 表 面 の 塗 料 ２ を 板 材 ４ の 表 面 に 転 移 し て 塗 装 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 の 塗 装 装 置 で は 塗 料 ２ を パ ン １ １ か ら ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル １ ０ で 引 き 上 げ る ボ ト ム フ
ィ ー ド 方 式 を 採 用 し て い る た め に 、 パ ン １ １ に 塗 料 ２ を 溜 め た 状 態 で 塗 装 し な け れ ば な ら
ず 、 従 っ て 、 パ ン １ １ 内 の 塗 料 ２ が 経 時 変 化 を 起 し て 使 用 不 可 に な り 破 棄 さ れ る こ と が あ
り 、 ま た 、 パ ン １ １ 内 で 塗 料 ２ の 流 れ が 偏 る こ と に よ り 泡 引 き や 顔 料 引 き 等 の 塗 装 欠 陥 が
発 生 す る 恐 れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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そ こ で 、 塗 料 ２ を パ ン １ １ に 溜 め な い ト ッ プ フ ィ ー ド 方 式 の 塗 装 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。
図 ３ （ ｄ ） に 示 す ト ッ プ フ ィ ー ド 方 式 の 塗 装 装 置 は 、 塗 料 ２ が 供 給 さ れ る ト ラ ン ス フ ァ ロ
ー ル １ と 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ に 供 給 さ れ た 塗 料 ２ が 転 移 さ れ る と 共 に 転 移 さ れ た 塗 料
２ を 搬 送 さ れ る 板 材 ４ に 塗 布 す る た め の ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ と を 備 え て 形 成 さ れ る も の
で あ る 。 こ の 塗 装 装 置 で は 、 板 材 ４ へ の 塗 料 ２ の 塗 布 量 を コ ン ト ロ ー ル す る た め に ト ラ ン
ス フ ァ ロ ー ル １ か ら ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ へ の 塗 料 ２ の 転 移 量 を コ ン ト ロ ー ル す る 必 要 が
あ り 、 こ の た め に 、 塗 料 ２ を 巻 き 込 む 方 向 に ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル
５ と を 回 転 さ せ る 必 要 が あ る 。 従 っ て 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ か ら 板 材 ４ へ の 塗 布 は ナ チ
ュ ラ ル 方 式 と な る も の で あ る 。 尚 、 １ ５ は 落 下 す る 塗 料 ２ を 受 け る 受 け 皿 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し か し 、 ナ チ ュ ラ ル 方 式 の 塗 装 方 法 で は 塗 装 に ロ ー ル 目 が 目 立 ち や す く 、 外 観 が 低 下 す る
恐 れ が あ り 、 ま た 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ か ら 塗 料 ２ が 落 下 し や す い た め に 板 材 ４ へ の 塗
布 量 を 多 く す る こ と が で き な い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ こ で 、 ト ッ プ フ ィ ー ド 方 式 で 且 つ リ バ ー ス 方 式 を 採 用 し た 塗 装 装 置 が 提 案 さ れ て い る （
例 え ば 、 非 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 図 ４ （ ａ ） の 塗 装 装 置 は 、 ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ 、 ア プ リ
ケ ー タ ロ ー ル ５ 、 ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ の 上 側 に お い て 塗 料 ２ を
溜 め て 滞 留 す る た め の 塗 料 ホ ル ダ １ ２ 及 び 板 材 ４ を 搬 送 す る た め の 搬 送 ロ ー ラ １ ３ を 備 え
て 形 成 さ れ る も の で あ り 、 ト ッ プ フ ィ ー ド 方 式 に よ り 塗 料 ホ ル ダ １ ２ 内 の 塗 料 ２ が ミ ー タ
リ ン グ ロ ー ル ３ で 厚 み 調 整 さ れ な が ら ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ の 表 面 に 塗 布 さ れ た 後 、 ア プ
リ ケ ー タ ロ ー ル ５ の 表 面 の 塗 料 ２ を 水 平 方 向 に 搬 送 さ れ て い る 板 材 ４ に リ バ ー ス 方 式 で 塗
布 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 図 ４ （ ｂ ） の 塗 装 装 置 は 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ 、 ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ 、 ア プ リ
ケ ー タ ロ ー ル ５ 、 ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ と ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ の 上 側 に 亘 っ て 塗 料 ２ を
溜 め て 滞 留 す る た め の 塗 料 ホ ル ダ １ ２ 及 び 板 材 ４ を 搬 送 す る た め の 搬 送 ロ ー ラ １ ３ を 備 え
て 形 成 さ れ る も の で あ り 、 ト ッ プ フ ィ ー ド 方 式 に よ り 塗 料 ホ ル ダ １ ２ 内 の 塗 料 ２ が ミ ー タ
リ ン グ ロ ー ル ３ で 厚 み 調 整 さ れ な が ら ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ の 表 面 に 塗 布 さ れ た 後 、 ト ラ
ン ス フ ァ ロ ー ル １ の 表 面 の 塗 料 ２ を ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ の 表 面 に 転 移 し 、 こ の 後 、 ア プ
リ ケ ー タ ロ ー ル ５ の 表 面 か ら 塗 料 ２ を 水 平 方 向 に 搬 送 さ れ て い る 板 材 ４ に リ バ ー ス 方 式 で
塗 布 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
社 団 法 人 表 面 技 術 協 会 編 、 「 金 属 の ポ リ マ ー コ ー ト － 高 機 能 プ レ コ ー ト 技 術 と 製 品 － 」 、
初 版 、 槇 書 店 、 １ ９ ９ ６ 年 １ １ 月 ３ ０ 日 、 ｐ ７ ５ － ７ ８
【 非 特 許 文 献 ２ 】
石 渡 淳 介 ・ 今 井 一 郎 ・ 上 池 斉 ・ 多 田 義 典 編 、 「 最 新 工 業 塗 装 技 術 」 、 初 版 第 １ 刷 、 株 式 会
社 幸 書 房 、 昭 和 ５ ２ 年 ８ 月 ５ 日 、 ｐ ４ ７ ７ － ４ ８ ８
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 上 記 図 ４ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す 塗 装 装 置 で は 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ や ト ラ ン ス フ
ァ ロ ー ル １ の 上 側 に 多 量 の 塗 料 ２ を 塗 料 ホ ル ダ １ ２ で 滞 留 し な が ら 塗 装 す る の で 、 ボ ト ム
フ ィ ー ド 方 式 と 同 様 に 、 塗 料 ホ ル ダ １ ２ で 滞 留 さ れ た 塗 料 ２ の 経 時 変 化 や 塗 装 欠 陥 が 発 生
す る 恐 れ が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ や ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ や ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ と 塗 料 ホ ル
ダ １ ２ と の 境 界 部 分 か ら 塗 料 ２ が 漏 れ 出 て 落 下 し 、 板 材 ４ が 落 下 し た 塗 料 ２ で 汚 れ る と い
う 問 題 が あ っ た 。 そ こ で 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ や ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ や ミ ー タ リ ン グ
ロ ー ル ３ と 塗 料 ホ ル ダ １ ２ と の 境 界 部 分 の シ ー ル 性 を 高 く し よ う と す る と 、 ト ラ ン ス フ ァ
ロ ー ル １ や ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ や ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ と 塗 料 ホ ル ダ １ ２ と の 接 触 抵 抗
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が 大 き く な り 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ や ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ や ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ の
回 転 速 度 等 を コ ン ト ロ ー ル し に く く な っ て 、 塗 装 不 良 が 発 生 し や す く な る と い う 問 題 が あ
っ た 。 さ ら に 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ や ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ や ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ の
長 手 方 向 （ 図 ４ （ ａ ） （ ｂ ） の 紙 面 と 直 交 す る 方 向 ） の 端 部 に お い て 、 塗 料 ホ ル ダ １ ２ と
の シ ー ル 性 を 高 く す る こ と は 難 し く 、 落 下 す る 塗 料 ２ で 板 材 ４ が 汚 れ る の を 防 止 す る こ と
は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 は 上 記 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ボ ト ム フ ィ ー ド 方 式 の よ う な 塗 料 の 経 時
変 化 や 塗 装 欠 陥 が 発 生 し に く く な り 、 ま た 、 ナ チ ュ ラ ル 方 式 の よ う な 塗 装 の 外 観 の 低 下 や
塗 布 量 の 低 下 を 引 き 起 こ し に く く な り 、 し か も 、 被 塗 装 物 で あ る 板 材 が 塗 料 で 汚 れ た り ロ
ー ル の コ ン ト ロ ー ル 不 良 に よ る 塗 装 不 良 が 発 生 し た り す る こ と が な い 塗 装 装 置 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 塗 装 装 置 は 、 塗 料 ２ が 滞 留 さ れ る こ と な く 供 給 さ れ る ト ラ ン ス フ
ァ ロ ー ル １ と 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ に 供 給 さ れ た 塗 料 ２ の 厚 み を 調 整 す る た め の ミ ー タ
リ ン グ ロ ー ル ３ と 、 搬 送 さ れ る 板 材 ４ に ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ か ら 転 移 さ れ た 塗 料 ２ を リ
バ ー ス 方 式 で 塗 布 す る た め の ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ と を 備 え て 成 る こ と を 特 徴 と す る も の
で あ る 。 こ の 塗 装 装 置 で は 、 塗 料 ２ を パ ン １ １ や 塗 料 ホ ル ダ １ ２ で 滞 留 し な い よ う に す る
こ と に よ っ て 、 ボ ト ム フ ィ ー ド 方 式 の よ う な 塗 料 ２ の 経 時 変 化 や 塗 装 欠 陥 が 発 生 し に く く
な る も の で あ り 、 し か も 、 塗 料 ２ が ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ か ら 落 下 し に く く な っ て 板 材 ４
が 塗 料 ２ で 汚 れ に く く な る と 共 に ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ や ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ や ミ ー タ
リ ン グ ロ ー ル ３ と 塗 料 ホ ル ダ １ ２ と の 接 触 が な く な っ て ロ ー ル の コ ン ト ロ ー ル 不 良 に よ る
塗 装 不 良 が 発 生 す る こ と が な い も の で あ る 。 ま た 、 リ バ ー ス 方 式 で ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５
に よ り 板 材 ４ に 塗 料 ２ を 塗 布 す る こ と に よ っ て 、 ロ ー ル 目 が 目 立 ち に く く な る と 共 に ア プ
リ ケ ー タ ロ ー ル ５ か ら 塗 料 ２ が 落 下 し に く く な り 、 ナ チ ュ ラ ル 方 式 の よ う な 塗 装 の 外 観 の
低 下 や 塗 布 量 の 低 下 を 引 き 起 こ し に く く な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る 塗 装 装 置 は 、 請 求 項 １ に 加 え て 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ の
中 心 を 通 る 鉛 直 線 Ｌ ｔ と ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ の 中 心 を 通 る 鉛 直 線 Ｌ ｍ と の 距 離 ｄ が １ ０
～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 こ の 塗 装 装 置 で は 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー
ル １ に 供 給 さ れ た 塗 料 ２ が 不 用 意 に 流 れ 落 ち な い よ う に す る こ と が で き 、 塗 料 ２ の 損 失 及
び 板 材 ４ の 汚 れ を 防 止 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 係 る 塗 装 装 置 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 加 え て 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー
ル １ を 中 心 と し て ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ を 回 動 自 在 に 形 成 し て 成 る こ と を 特 徴 と す る も の
で あ る 。 こ の 塗 装 装 置 で は 、 ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ を ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ に 対 し て 回 動
さ せ る こ と に よ っ て 、 回 転 す る ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ と ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ と に 巻 き 込
ま れ な い よ う に す る こ と が で き 、 清 掃 等 の メ ン テ ナ ン ス を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ に 本 発 明 の 塗 装 装 置 の 一 例 を 示 す 。 こ の 塗 装 装 置 で は 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ と ミ ー
タ リ ン グ ロ ー ル （ ド ク タ ー ロ ー ル ） ３ と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル （ コ ー テ ィ ン グ ロ ー ル ） ５ か
ら な る ３ 本 の ロ ー ル 及 び 塗 料 供 給 ノ ズ ル ２ ０ と を 備 え て 形 成 さ れ て い る 。 ト ラ ン ス フ ァ ロ
ー ル １ と ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ と し て は ス チ ー ル 製 や ゴ ム 製 の も
の を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ と ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ と ア プ リ
ケ ー タ ロ ー ル ５ は 全 て 同 じ 直 径 に す る こ と が で き る が 、 例 え ば 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ の
直 径 を ２ ５ ０ ～ ３ ５ ０ ｍ ｍ 、 ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ と ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ の 直 径 を ２ ０
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０ ～ ３ ０ ０ ｍ ｍ と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ は 略 水 平 な 回 転 軸 を 中 心 と し て 回 転 駆 動 し て い る ロ ー ル で あ っ て 、
そ の 回 転 速 度 は ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ の 回 転 速 度 よ り も ０ ． ０ １ ～ ５ ０ ｍ ／ 分 大 き く 設 定
さ れ て い る 。 ま た 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ は ト ッ プ フ ィ ー ド 方 式 で 塗 料 ２ が 供 給 さ れ る も
の で あ る 。 す な わ ち 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ の 上 方 に 配 置 し た 塗 料 供 給 ノ ズ ル ２ ０ か ら ト
ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ の 周 面 に 対 し て 塗 料 ２ を 直 接 流 下 さ せ る こ と に よ り 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ
ー ル １ に 塗 料 ２ が 連 続 的 に 供 給 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ は ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ の 回 転 軸 と 平 行 な 回 転 軸 を 中 心 と し て 回 転
駆 動 し て い る ロ ー ル で あ っ て 、 そ の 回 転 速 度 は ０ ． ０ １ ～ ５ ０ ｍ ／ 分 、 好 ま し く は ０ ． １
５ ～ １ ． ５ ｍ ／ 分 に 設 定 す る こ と が で き る 。 こ の ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ は ト ラ ン ス フ ァ ロ
ー ル １ に 近 接 配 置 さ れ て ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ に 供 給 さ れ た 塗 料 ２ の 厚 み を 調 整 す る た め
の も の で あ る 。 ま た 、 ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ は ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ の 上 方 に 配 設 さ れ て
い る が 、 真 上 で は な く 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ 側 に や や ず れ て い る 。 す な わ ち 、 ミ ー タ リ
ン グ ロ ー ル ３ の 中 心 を 通 る 鉛 直 線 Ｌ ｍ は 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ の 中 心 を 通 る 鉛 直 線 Ｌ ｔ
よ り も ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ 側 に 近 い 位 置 を 通 る よ う に 設 定 さ れ る も の で あ る 。 ま た 、 上
記 の 鉛 直 線 Ｌ ｍ と Ｌ ｔ の 距 離 ｄ は １ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ に す る の が 好 ま し い 。 こ の 距 離 ｄ が １
０ ｍ ｍ よ り も 小 さ い と 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ と ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ と の ず れ が 小 さ す
ぎ て 塗 料 ２ が ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ と ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ と の 間 に 巻 き 込 ま れ に く く な
り 、 塗 装 不 良 が 生 じ る 恐 れ が あ る 。 ま た 、 上 記 の 距 離 ｄ が １ ０ ０ ｍ ｍ よ り も 大 き い と 、 ト
ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ と ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ と の ず れ が 大 き す ぎ て ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３
が ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ と 接 触 す る 恐 れ が あ り 、 塗 装 不 良 が 生 じ る 恐 れ が あ る 。 特 に 、 上
記 の 距 離 ｄ は 、 高 粘 度 の 塗 料 ２ を 用 い る 場 合 は １ ０ ｍ ｍ 程 度 に 、 低 粘 度 の 塗 料 ２ を 用 い る
場 合 は ３ ０ ｍ ｍ 程 度 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ は ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ の 回 転 軸 と 平 行 な 回 転 軸 を 中 心 と し て 回 転
駆 動 し て い る ロ ー ル で あ っ て 、 そ の 回 転 速 度 は 板 材 ４ の 搬 送 速 度 よ り も ０ ． ０ １ ～ ５ ０ ｍ
／ 分 大 き く 設 定 さ れ て い る 。 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ は ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ に 近 接 配 置 さ
れ て ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ に 供 給 さ れ た 塗 料 ２ が 転 移 さ れ る も の で あ り 、 ま た 、 こ の 転 移
さ れ た 塗 料 ２ を 板 材 ４ に 接 触 し て 塗 布 す る た め の も の で あ る 。 こ の ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５
の 回 転 軸 は ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ の 回 転 軸 よ り も 上 方 で ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ の 回 転 軸 よ
り も 下 方 に 位 置 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 の よ う に 形 成 さ れ る 塗 装 装 置 に お い て 、 鋼 板 等 の 長 尺 の 板 材 ４ に 塗 装 を 施 す に あ た っ
て は 、 次 の よ う に し て 行 う 。 ま ず 、 塗 料 供 給 ノ ズ ル ２ ０ か ら 所 定 量 の 塗 料 ２ を 吐 出 さ せ る
こ と に よ り 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ と ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ と の 境 界 近 傍 に お い て ト ラ ン
ス フ ァ ロ ー ル １ の 周 面 に 塗 料 ２ を 上 方 か ら 流 下 さ せ て 供 給 す る 。 塗 料 供 給 ノ ズ ル ２ ０ か ら
の 塗 料 ２ の 吐 出 量 は 板 材 ４ へ の 塗 料 ２ の 塗 布 量 に 応 じ て 適 宜 設 定 す れ ば よ い 。 本 発 明 に お
い て 塗 料 ２ と し て は ポ リ エ ス テ ル 系 塗 料 や 塩 ビ ゾ ル 塗 料 な ど の 各 種 の も の を 使 用 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 塗 料 ２ と し て は 低 粘 度 か ら 高 粘 度 の も の ま で 使 用 す る こ と が で き る が 、
特 に 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す 従 来 の も の で は 塗 装 が 難 し か っ た 低 粘 度 の 塗 料 、 例 え ば 、 Ｊ Ｉ Ｓ
　 Ｋ 　 ５ ４ ０ ０ の フ ォ ー ド カ ッ プ Ｎ ｏ ． ４ 法 （ Ｆ Ｃ Ｎ ｏ ． ４ 法 ） に よ る 粘 度 が ３ ０ ～ ２ ４
０ 秒 の 低 粘 度 の 塗 料 ２ で あ っ て も 本 発 明 で は 容 易 に 塗 装 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 上 記 の よ う に ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ に 供 給 さ れ た 塗 料 ２ は ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ の
回 転 に よ り ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ と ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ と の 間 に 巻 き 込 ま れ て い く 。 こ
こ で 、 ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ と ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ の 間 に は 塗 料 溜 り ２ ａ が 形 成 さ れ る
と 共 に ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ の 周 面 に 塗 料 ２ が 所 定 の 一 定 の 厚 み に 引 き 延 ば さ れ る 。 ト ラ
ン ス フ ァ ロ ー ル １ 上 の 塗 料 ２ の 厚 み は 塗 料 ２ の 種 類 等 に よ っ て 異 な る が 、 例 え ば 、 １ ０ ～
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５ ０ μ ｍ と す る こ と が で き る 。 図 １ の も の で は ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ が 反 時 計 回 り に 、 ミ
ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ が 時 計 回 り に 回 転 駆 動 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ の 周 面 で 一 定 の 厚 み に 引 き 延 ば さ れ た 塗 料 ２ は ト ラ ン ス フ ァ
ロ ー ル １ か ら ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ へ と 転 移 さ れ る 。 こ こ で 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ と ア
プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ と は 同 方 向 に 回 転 駆 動 さ れ て お り 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ 上 の 塗 料 ２
の 全 部 が ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ に 転 移 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
そ し て 、 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ の 側 方 に お い て 長 尺 の 板 材 ４ は 略 鉛 直 上 向 き に 進 行 し な が
ら 搬 送 さ れ て お り 、 搬 送 さ れ る 板 材 ４ の 表 面 に ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ が 接 触 す る こ と に よ
り 板 材 ４ に 塗 料 ２ が 転 移 さ れ て 塗 装 す る こ と が で き る 。 上 記 の 板 材 ４ の 搬 送 速 度 は 、 例 え
ば 、 ３ ０ ～ １ ２ ０ ｍ ／ 秒 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 の 塗 装 装 置 は 、 上 記 の よ う に ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ に 上 方 か ら 塗 料 ２ を 流 下 さ せ て
供 給 す る の で 、 ボ ト ム フ ィ ー ド 方 式 の よ う に 塗 料 ２ を パ ン １ １ で 滞 留 す る 必 要 が な く 、 塗
料 ２ の 経 時 変 化 や 塗 装 欠 陥 が 発 生 し に く く な る も の で あ る 。 ま た 、 塗 料 ２ を 塗 料 ホ ル ダ １
２ で 多 量 に 滞 留 （ 保 留 ） し て い な い の で 、 塗 料 ２ が ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ か ら 落 下 し に く
く な っ て 板 材 ４ が 塗 料 ２ で 汚 れ に く く な る も の で あ る 。 特 に 、 本 発 明 に お い て は ト ラ ン ス
フ ァ ロ ー ル １ や ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ や 塗 料 供 給 ノ ズ ル ２ ０ の 下 方 を 通 過 し な い よ う に 板
材 ４ を 略 鉛 直 上 向 き 搬 送 し て い る の で 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ や ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル ５ や
塗 料 供 給 ノ ズ ル ２ ０ か ら 板 材 ４ へ 塗 料 ２ が 落 下 す る こ と が な い も の で あ り 、 こ れ に よ り 、
板 材 ４ が 塗 料 ２ で さ ら に 汚 れ に く く な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 上 記 の よ う に 塗 装 中 に お い て は 、 ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ は ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ の
上 側 に 位 置 し て い る が 、 こ の 状 態 で ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ と ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ を 回 転
さ せ な が ら 清 掃 等 の メ ン テ ナ ン ス を し よ う と す る と 、 ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ と ト ラ ン ス フ
ァ ロ ー ル １ の 間 に 作 業 者 が 巻 き 込 ま れ る 恐 れ が あ る 。 そ こ で 本 発 明 で は ト ラ ン ス フ ァ ロ ー
ル １ を 中 心 と し て ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ を 回 動 自 在 に 形 成 す る も の で あ り 、 こ れ に よ り 、
図 ２ に 示 す よ う に 、 ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ を ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ に 対 し て 下 方 に 回 動 さ
せ て ほ ぼ 横 に 並 ぶ よ う に 位 置 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ と ミ
ー タ リ ン グ ロ ー ル ３ を 回 転 さ せ な が ら メ ン テ ナ ン ス を 行 っ て も 、 作 業 者 が ミ ー タ リ ン グ ロ
ー ル ３ と ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル １ の 間 に 巻 き 込 ま れ な い よ う に す る こ と が で き る も の で あ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
上 記 の よ う に 本 発 明 の 請 求 項 １ の 発 明 は 、 塗 料 が 滞 留 さ れ る こ と な く 供 給 さ れ る ト ラ ン ス
フ ァ ロ ー ル と 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル に 供 給 さ れ た 塗 料 の 厚 み を 調 整 す る た め の ミ ー タ リ ン
グ ロ ー ル と 、 搬 送 さ れ る 板 材 に ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル か ら 転 移 さ れ た 塗 料 を リ バ ー ス 方 式 で
塗 布 す る た め の ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル と を 備 え る の で 、 塗 料 を パ ン や 塗 料 ホ ル ダ で 滞 留 し な
い よ う に す る こ と に よ っ て 、 ボ ト ム フ ィ ー ド 方 式 の よ う な 塗 料 の 経 時 変 化 や 塗 装 欠 陥 が 発
生 し に く く な る も の で あ り 、 し か も 、 塗 料 が ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル か ら 落 下 し に く く な っ て
板 材 が 塗 料 で 汚 れ に く く な る と 共 に ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル や ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル や ミ ー タ リ
ン グ ロ ー ル と 塗 料 ホ ル ダ と の 接 触 が な く な っ て ロ ー ル の コ ン ト ロ ー ル 不 良 に よ る 塗 装 不 良
が 発 生 す る こ と が な い も の で あ る 。 ま た 、 リ バ ー ス 方 式 で ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル に よ り 板 材
に 塗 料 を 塗 布 す る こ と に よ っ て 、 ロ ー ル 目 が 目 立 ち に く く な る と 共 に ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル
か ら 塗 料 が 落 下 し に く く な り 、 ナ チ ュ ラ ル 方 式 の よ う な 塗 装 の 外 観 の 低 下 や 塗 布 量 の 低 下
を 引 き 起 こ し に く く な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル の 中 心 を 通 る 鉛 直 線 と ミ ー タ リ ン
グ ロ ー ル の 中 心 を 通 る 鉛 直 線 と の 距 離 が １ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る の で 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-337719 A 2004.12.2



ル に 供 給 さ れ た 塗 料 が 不 用 意 に 流 れ 落 ち な い よ う に す る こ と が で き 、 塗 料 の 損 失 及 び 板 材
の 汚 れ を 防 止 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル を 中 心 と し て ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル
を 回 動 自 在 に 形 成 す る の で 、 ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル を ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル に 対 し て 回 動 さ せ
る こ と に よ っ て 、 回 転 す る ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル と ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル と に 巻 き 込 ま れ な い
よ う に す る こ と が で き 、 清 掃 等 の メ ン テ ナ ン ス を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 一 例 を 示 し 、 塗 装 中 の 動 作 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 上 の メ ン テ ナ ン ス 中 の 動 作 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） 乃 至 （ ｄ ） は 従 来 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 他 の 従 来 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ト ラ ン ス フ ァ ロ ー ル
２ 　 塗 料
３ 　 ミ ー タ リ ン グ ロ ー ル
４ 　 板 材
５ 　 ア プ リ ケ ー タ ロ ー ル
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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